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経済

環境

事業者名 株式会社谷川建設　熊本支店

「日々の業務や提供する商品が地球環境・社会にイイコトにつながる。」谷川建設で働いている社員をはじ
め社員の家族、お客様や関連業者の皆様がTANIGAWAグループの一員として誇りを持ち続けられるこ
とが弊社のSDGsプロジェクトが目指す未来です。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

ZEH住宅普及を目指す為キャンペーンを実施

建てた住宅の本数に応じて苗木代寄贈

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

十八親和銀行、三菱UFJリサーチ＆コンサルティングと自社のSDGs活動について情報交換を行う。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

ZEH住宅普及を目指す為キャンペーンを実施
着工棟数に対するZEH達成率
（2021年17％→2024年
30％）

CO2排出量（電力・ガソリン）

社会

経済

環境

社会

経済 前年比3％減の維持

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

1棟建てるごとに80本植林
=100％とする（2021年
110％→2024年140％）

前期の指標に対する実績

建てた住宅の本数に応じた植林

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

当初、寄贈本数を毎年10％増（2024年次には140％）とする
方針だったが、寄贈先との協議の末、120％（96本/棟）を維持
する方向に変更したため未達となった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a ハイブリットカーの推進や節電することで目標を達成でき
た

2024年度は前年度比3％減

a
太陽光キャンペーンを行うことで目標を達成できた

項目 1棟建てるごとに80本分の苗木代寄贈

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

CO2排出量（電力・ガソリン） 現状（2024年） 更新時（3年後）

2024年52％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

前年比3％減

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

CO2排出量【単位：t】前年度比
2％減（2021年108t→2024
年102t）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

1棟建てるごとに96本分の苗木
代寄贈

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 着工棟数に対するZEH達成率

現状（2024年） 更新時（3年後）

52％

96本/棟 104本/棟

項目 前年比CO2排出量削減率

56％


